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ジティブ語はそれぞれ 29 語，30 語，33 語であった。感情価の平均値は，ネガティブ語，
ニュートラル語，ポジティブ語それぞれ，M = 5.9（SD = 0.3），M = 4.0（SD = 0.1），M = 
2.2（SD = 0.5）であった。調査 2 では，49 名の大学生が感情語の覚醒度を評定した。覚醒度
の評定は 7 件法（1：低い，7：高い）で行われた。覚醒度の平均値は，ネガティブ語，ニュー







The present study surveyed affective valence and arousal in single-character kanji 
words. In the first survey, 45 students worked on a list of 95 words that had been 
selected from Gendai Zasshi no Kanji [Kanji of current magazine] for affective valence. 
Participants indicated on a 7-point scale from 1（very positive），4（neutral），7（very 
negative）. If mean of affective valence was significantly difference from neutral point，it 
was negative or positive affective valence, if mean was not significantly difference from 
the point，it was neutral affective kanji words．After that，29 negative valence words, 
33 positive valence, 30 neutral valence were selected. Mean affective valence were M = 
5.9（SD = 0.3），M = 4.0（SD = 0.1），M = 2.2（SD = 0.5）for negative, neutral, and positive 
words, respectively. In the second survey, 49 students indicated on a 7-point Likert scale 
from 1 (low) or 7 (high) the arousal from each of negative neutral, and positive words. 
Mean arousal levels were M = 3.2（SD = 0.5），M = 2.0（SD = 0.4），M = 3.1（SD = 0.9）for 
negative, neutral, and positive words, respectively.
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見が蓄積されている（Berthoz, Blair, Le Clec’h, & Martinot, 2002; Fox, Russo, Bowles, & Dutton, 
2001; Kever, Grynberg, Szmalec, Smalle, & Vermeulen, 2019; Straube, Pohlack, Mentzel, & 
Miltner, 2008; Yamaguchi & Chen, 2018）。また多くの研究において，上述した 3 種類の感情価
を持つ刺激は，情報処理過程に異なる影響を与えることが示されてきた（Garrison & Schmeichel, 


























す感情刺激の影響が認知科学，認知心理学，脳科学などの研究分野で示されてきた（Fox et al., 




与する脳の部位は，扁桃体（amygdala）と前部帯状回（ACC: anterior cingulate cortex）であること
が示されてきた。特に感情価に焦点を当てると，脳画像研究では，ネガティブ感情価を内包する
写真や言葉に対して扁桃体が関与することが示されている（Ochsner et al., 2009; Straube et al., 
2008）。ただし，ポジティブ感情価については，ネガティブ感情価と同程度に扁桃体を活性化する










れた容量を持ち，情報を短時間保持しながら操作するシステムである（Baddeley, 2000; Baddeley 
& Hitch, 1974; Cowan, 2001）。情報の保持と処理の相互作用には選択的注意が媒介している
（Engle, Tuholski, Laughlin, & Conway, 1999）。また，ワーキングメモリの容量については，およ







　ワーキングメモリは，高次認知能力との関連が高い。例えば，読解力（Daneman & Carpenter, 
1980），言語理解力（MacDonald, Just, & Carpenter, 1992），推論力（Kyllonen & Christal, 1990）
などの高次認知能力である。また，知能との関連も示されてきた（Engle et al., 1999）。ワーキン
グメモリ容量の大きさと認知課題の成績には正の相関がある。例えば，ワーキングメモリスパン課
題と流動性能力（新しい場面への適応を必要とする際に働く能力）との間には正の相関がみられ
る（Engle et al., 1999）。またワーキングメモリのスパンが大きくなるほど，知能の一般因子（全ての
知的活動に共通に働く因子）が高いことも示されている（Conway, Cowan, Bunting, Therriault, & 
Minkoff, 2002）。
　ワーキングメモリの容量と様々な認知能力に関連が見られるのは，ワーキングメモリの容量が
実行系の注意統制機能と密接な関係にあるからである（deBettencourt, Keene, Awh, & Vogel, 
2019）。例えば，ワーキングメモリの容量は，長期記憶の情報を検索する速さと正確さに関連が
あるが，これは課題が競合する反応を内在する時にのみ示される（Conway & Engle, 1994）。ま
た，ワーキングメモリの容量は，目的に適した情報の活性化を保つことができる注意能力と関連す
る（Conway, Kane, & Engle, 2003）。このように，ワーキングメモリの容量と注意機能との関連が明
らかとなっている。
　ポジトロン断層法（PET: positron emission tomography）や機能的磁気共鳴画像法（fMRI: 




prefrontal cortex）であることを示している（Braver, Cohen, Jonides, Smith, & Noll., 1997; Smith, 
Jonides, & Koeppe, 1996）。さらに，ワーキングメモリのシステムを実行する“中央実行系”に対応す
る部位として，背側前頭前野（DLPFC: dorsolateral prefrontal cortex）や前部帯状回（ACC）があ




と統制を担っている（Baddeley & Logie, 1999）。中央実行系は注意を方向付け，自発的処理を
統制している（Cowan，1999）。中央実行系の役割に関する議論は多いが，以下の機能が含まれ










の様 な々影響が明らかになっている（Dolcos & McCarthy, 2006; Gotoh, 2008; Gotoh et al., 2008; 
Kensinger & Corkin, 2003）。例えば，感情語の再認課題と計算課題を交互に行う課題では，
ニュートラル語に比べ，ネガティブ語の後に行う計算は有意に遅くなる（Gotoh, 2008）。このような
干渉効果は，ネガティブ感情価が注意を捕捉し，ネガティブ語から注意を離すことが難しいこと，す
なわちネガティブ語による注意の捕捉によって生じることが示されている（Gotoh et al., 2008）。干渉


























なると，感情価の効果がみられなくなることは他の研究結果でも明らかになっている（Gotoh et al., 
2010; Pessoa et al., 2002）。このように，ワーキングメモリの情報処理過程と注意の関係はとても深












　調査 1 では，95 語の漢字１文字からネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語の感情語を作
成することを目的とした。
方法
　調査対象者　大学生 45 名（男性 24 名，女性 21 名，平均年齢 20.8 歳（SD = 0.7））が調査に
参加した。
　手続き　現代雑誌の漢字調査（国立国語研究所，2002）より95 語の漢字 1 文字を選択した。

















　この分析により，ネガティブ語が 29 語，ニュートラル語が 30 語，ポジティブ語が 33 語となった。
それぞれの感情語の評定平均値と標準偏差はネガティブがM = 5.9（SD = 0.3），ニュートラル語が
M = 4.0（SD = 0.1），ポジティブ語がM = 2.2（SD = 0.5）であった。標準偏差の数値に注目すると，







　調査 2 は，調査 1 で得られた感情語（ネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語）において，そ
れぞれのことばの覚醒度を調査することを目的とした。
方法









評定値が感情価別に表示されている。ネガティブ語の平均評定値と標準偏差は，M = 3.2（SD = 
0.5）であり，ニュートラル語の平均評定値は，M = 2.0（SD = 0.4）であり，ポジティブ語の平均評定








島・太田，2001）。調査 1 では，95 個の漢字 1 文字について感情価の調査を行った。調査の結
果，ネガティブ語が29語，ニュートラル語が30語，ポジティブ語が33語となった。次に調査2では，
感情語（ネガティブ，ニュートラル，ポジティブ）のそれぞれのことばについて，覚醒度を調査した。
　調査 1 で得られた漢字 1 文字の感情価は，ネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語のそ
れぞれの平均値と標準偏差が，M = 5.9（SD = 0.3），M = 4.0（SD = 0.1），M = 2.2（SD = 0.5）で
あった。漢字二字熟語の感情語（五島・太田，2001）では，感情価はネガティブ語，ニュートラル
語，ポジティブ語のそれぞれの平均値は，M = 5.7（SD = 0.4），M = 3.9（SD = 0.2），M = 2.4（SD 
= 0.4）であった。
　調査 2 で得られた感情語の覚醒度は，ネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語のそれぞれ
の平均値が，M = 3.2（SD = 0.5），M =2.0（SD = 0.4），M = 3.1（SD = 0.9）であった。漢字二字
熟語の覚醒度（五島，2019）は，ネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語のそれぞれの平均値






　漢字 1 文字や漢字二字熟語を感情刺激として使用する場合，漢字二字熟語より漢字 1 文字
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